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主なＱ＆Ａ 

 

 

Ｑ１：最近の電力・ガスの競争状況について、どのような認識を持ってい

るか。 

 

Ａ１：電力については、夏・秋・冬とキャンペーンを実施している効果も

あり、小売件数を順調に伸ばしている。 

   ガスについては、首都圏に多くの新規事業者が参入し、競争環境が

厳しくなっていると認識しているが、当期の見通しにおいては想定

内で推移している。今後も新たな新規事業者の参入が発表されてお

り、競争はさらに激しくなるものと考えている。 

 

 

Ｑ２：海外事業において、第３四半期のセグメント利益が対前年＋７２億

円の１３４億円と大きくなっているにもかかわらず、年度見通しで

は対前年＋７６億円の１５３億円における利益の増加幅が小さい

のはなぜか。 

 

Ａ２：海外事業の利益の大半を占めるオーストラリアの上流事業における

販売数量が、第３四半期までの期間に偏っていたことによるもので

ある。 

 

 

以上 


